
インフォメーション情報

開催月日 開催場所 初回更新者
講習(2時間)

優良運転者
講習(30分)

一般運転者
講習(1時間)

違反運転者
講習(2時間)

8月5日 (土) 豊富町定住支援センター「ふらっときた」 13：00～ 14：00～ 15：30～
9月5日 (火) 天塩町社会福祉会館 10：00～ 13：00～ 13：45～ 15：00～
9月6日 (水) 幌延町消防署２階 18：30～

８、９月の運転免許更新時講習のお知らせ

海上保安庁では、令和６年４月採用の職員（海上保安大学校学生）を
募集します。
受付期間　インターネット：８月２４日（木）～ ９月４日（月）
試験日程　第一次試験：１０月２８日（土）、１０月２９日（日）
受験資格
　令和５年４月１日において高等学校を卒業した日の翌日から起算し
て２年を経過していない者及び令和６年３月までに高等学校を卒業す
る見込みの者
海上保安庁職員採用のホームページアドレス及びＱＲコード
　https://www.kaiho.mlit.go.jp/recruitment/
問い合わせ
詳細については、稚内海上保安部管理課

（ＴＥＬ：０１６２－２２－０１１８）まで問い合わせください。

海上保安大学校学生募集

知っていますか? 建退共制度
　建退共制度は、中小企業退職金共済法に基づき建設現
場労働者の福祉の増進と建設業を営む中小企業の振興を
目的として設立された退職金制度です。
　この制度は、事業主の方々が、労働者の働いた日数に
応じて掛金となる共済証紙または退職金ポイントを積み立
て、その労働者が建設業界で働くことをやめたときに建退
共から退職金を支払うという、いわば業界全体での退職
金制度です。電子申請方式の活用で、手続きが便利にな
っております。
★ 特長
◎国の制度なので安全、確実、申し込み手続は簡単です。
◎経営事項審査で加点評価の対象となります。
◎掛金の一部を国が助成します。
◎掛金は事業主負担となりますが、法人は損金、個人で

は必要経費として扱われ、税法上全額非課税となります。
◎掛金は、インターネットを利用した電子申請での納付も

可能です。
◎事業主が変わっても退職金は企業間を通算して計算さ

れます。
☆電子申請方式で共済証紙にかかる事務負担が軽減しま

す。
　・金融機関での共済証紙の購入が不要となり、社内の

PCで退職金ポイントを購入できます。

　・共済証紙の共済手帳への貼付・消印や下請への交付
・確認が不要となり、購入した退職金ポイントから自
社や下請の被共済者に掛金として充当されます。

　・退職金ポイント購入額や掛金充当額等がサイト上で自
動管理されるので、残高管理の負担が軽減します。

　・電子申請方式で発行する掛金収納書等は、公共工事
における工事関係書類の電子化に対応しています。

★建退共から事業主の皆さまへのお願い
　・ 共済証紙は、労働者の就労日数に応じて適正に貼付

して下さい。
　　電子申請方式の場合は、労働者の就労日数に応じて

退職金ポイントを適正に充当して下さい。
　・ ｢建設業退職金共済手帳」を所持している労働者が、

建設業界を引退するときは、忘れずに退職金を請求
するよう指導して下さい。

　ホームページ「建退共」に、制度説明用動画、Q&A
など建退共制度の知りたい情報が記載されています。
※ 地震等により災害救助法が適用された皆さまに対し、

各種手続の特例措置を実施しております。
※ 詳しいことは、最寄りの建退共北海道支部へお問い合

わせ下さい。
℡　011－261－6186

○放送大学は、10月入学生を募集しています。
○幅広い世代の8万5千人以上の学生が、大学
卒業や学びの楽しみなど、様々な目的で学ん
でいます。
○心理学・福祉・経済・歴史・文学・情報・自然科
学など、300以上の授業科目があり、テレビやイ
ンターネットで1科目から学ぶことができます。
○資料を無料で差し上げています。お気軽に
放送大学北海道学習センター（☎011-736-
6318）までご請求下さい。
○出願期間は、第1回は8月31日まで、第2回は
9月12日まで。

放送大学入学生募集のお知らせ

建築物の解体・改修・各種設備工事を行う施工業者の皆さま・発注者の皆さまへ
　令和５年10月１日着工の工事から、石綿含有に関する事前調査は、「建築物石綿含有建材調査者」などが行うことが必
要です。
　石綿障害予防規則により、工事の規模にかかわらず、工事対象となるすべての範囲について石綿が含ま
れているか事前に調査を行う必要があります。
　今回、この調査は上記の調査者が行うこととされました。
　詳しくは北海道労働局ホームページ内の「石綿障害予防対策について」をご覧ください。
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